
　

今
定
例
会
に
は
、
東
京
土
建

労
働
組
合
港
支
部
、
港
区
労
働

組
合
総
連
合
、
み
な
と
・
９
条

の
会
、
東
京
合
同
法
律
事
務
所

の
４
団
体
か
ら
「
憲
法
の
解
釈

変
更
で
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
に
反
対
す
る
請
願
」
な
ど
４

本
の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
、
多
数
の
傍
聴
者

が
見
守
る
中
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
の
説
明
は
、
町
田
・
緒
方
両
弁
護
士
が
行
い
、
「
憲
法

の
解
釈
を
一
内
閣
の
閣
議
に
よ
り
変
更
す
る
と
い
う
こ
と
は
立

憲
主
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
が
戦
争
に
踏
み
込
む
と

い
う
そ
の
実
態
に
お
い
て
、
平
和
主
義
に
明
確
に
違
反
す
る
も

の
」
、
「
個
別
的
自
衛
権
と
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
違
い
」

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
産
党
委
員
か
ら
は
、
「
安
倍
首
相
が
記
者
会
見
で
米
艦
船

に
よ
る
邦
人
救
出
の
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
た
が
、
こ

の
事
例
は
想
定
さ
れ
る
の
か
」
、
「
米
軍
の
イ
ラ
ク
戦
争
の
犠

牲
者
、
そ
の
後
の
自
殺
等
の
数
は
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、

「
邦
人
救
出
は
あ
り
え
な
い
こ
と
、
米
政
府
も
以
前
か
ら
救
出

を
拒
否
し
て
い
る
」
、
「
イ
ラ
ク
戦
争
で
の
米
軍
の
犠

牲
者
は
４
、
５
０
０
人
か
ら
６
、
０
０
０
人
、
戦

争
後
の
P
T
S
D
の
犠
牲
者
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る

数
と
思
わ
れ
る
」
と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
後
、
態
度
表
明
が
行
な
わ
れ
、
自
民
党
は

「
我
々
と
し
て
は
不
採
択
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
だ
け
れ
ど
も
、
今
回
の
と
こ
ろ
は
継
続
で
」
、

公
明
党
は
「
与
党
協
議
を
見
守
っ
て
、
言
う
べ
き

と
き
は
言
う
。
現
時
点
で
は
継
続
」
と
、
請
願
採

択
を
主
張
し
た
の
は
共
産
党
の
み
で
し
た
。

　

７
月
１
日
、
「
閣
議
決
定
」
さ
れ
ま
し
た
が
闘
い

は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
「
閣
議
決
定
」
の
撤
回
、
憲
法
９
条
を
守
る
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

自
民
・
公
明
政
府
は
、
医
療
・
介
護
総
合
法
案

の
採
択
を
強
行
し
ま
し
た
。
改
悪
の
中
身
は
、
介

護
保
険
利
用
料
（
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
）

の
１
割
か
ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ
、
要
支
援
１
・

２
の
方
が
受
け
て
い
る
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
切
り
離
し
、
市
町
村
の

事
業
（
地
域
支
援
事
業
）
に
移
そ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
特
養
ホ
ー
ム
に
入
所
で
き
る
人
を
原

則
要
介
護
３
以
上
の
方
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

区
内
の
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
２
３
１
８
人
。
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
４
０
５

人
の
内
介
護
度
１
・
２
の
方
が
58
名
（
２
０
１
４

年
５
月
現
在
）
で
す
。

　

今
定
例
会
で
、
地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
も
従
来
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
必
要
な
予
算
と
人
員
・
体
制
の
確
保
、

特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
待
機
者
に
見
合
う
建

設
を
急
ぐ
よ
う
求
め
ま
し
た
。
区
長
は
、
「
今
年

度
策
定
す
る
第
６
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
や

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
の
中
で
検
討
し
て

い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
そ
の
も
の
を
変
え
る
今
回
の

改
悪
案
に
対
し
て
、
日
本
共
産
党
は
改
悪
を
実
施

さ
せ
な
い
と
と
も
に
、
現
行
水
準
を
守
る
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

医療・介護の改悪許すなの運動を大きく
共産党は先頭に立って頑張ります傍聴席はいっぱいでした。

　自民党議員の「尖閣を不法入国、占
拠した場合、どのような方法をとった
らいいのか」との質問にも、請願代表
者の町田弁護士は、「尖閣諸島は政府
の見解でも日本の領土。日本の領土で
ある以上、警察権限で行使されるべき
問題」。など丁寧に説明されていまし
た。貴重な意見が出されても、共産党
以外は請願を決めることはしない、ま
た、戦争を知っているという年配の女
性議員でさえ、（採択を）認めない。い
ともアッサリ継続審議という結果に、
平和宣言をしている港区の議員とし
て、集団的自衛権行使容認に反対すべ
きではないか！こんな人たちに区政を
任せていいのか！と怒りを感じました。

（港南在住 Ｓさん）

議会傍聴記議会傍聴記

集団的自衛権行使容認の閣議決定は撤回を
　集団的自衛権の行使とは、日本が攻撃されていなくても海外で武
力行使が行えることです。戦後69年、武器を持って他国の人を殺し
殺されることがなかったのは憲法９条があったからです。憲法解釈
変更を一内閣の閣議で決めることは憲法破壊のクーデターです。

日本国憲法
前文（一部）
…政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないやうに

することを決意し、ここに主権が存することを宣言し、この憲

法を確定する。
第９条
１　日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希

求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使

は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。

２　前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これ

を保持しない。国の交戦権は、これを認めない。

熊田　ちづ子
保健福祉常任委員長/まちづく
り・子育て等対策委員/防災・エ
レベーター等対策委員/議員団長

風見　利男
建設常任委員/議会運営委員/ま
ちづくり・子育て等対策委員/東京
オリンピック・パラリンピック対策
委員/幹事長

沖島　えみ子
総務常任委員 /交通・環境等対
策委員長

大滝　実
区民文教常任委員/行財政等対策
委員/防災・エレベーター等対策委
員/東京オリンピック・パラリンピッ
ク対策委員/副幹事長
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  現在の東京プリンスホテル敷地
内にあった、７代将軍徳川家継
の有章院霊廟は、1945年５月の空
襲により二天門を残して焼失。
二天門は、国の重要文化財とし
て保存されてきましたが、耐震
性などの問題があり５月に調査が行われました。区内の貴重な文
化財を後世に引き継いでいくのは自治体の重要な任務であり、関
係機関に修復の実施を働きかけるよう求めました。
　教育委員会は、劣化箇所を修復する必要があると考えており、
所有者をはじめ、管理者、文化庁などの関係機関に働きかけます
と答えました。

　

請
願
内
容
は
、①
解
雇
や
雇
い
止
め

を
規
制
し
て
安
定
し
た
雇
用
制
度
に
す

る
こ
と
②
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
を
止

め
る
こ
と
③
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
差

別
的
な
待
遇
を
改
善
す
る
こ
と
。
働
く

ル
ー
ル
の
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
④
以

上
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
、

と
し
た
も
の
で
、
33
労
組
・
団
体
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
区
民
文
教
常
任
委

員
会
で
は
請
願
者
を
代
表
し
て
「
労
働

法
制
改
悪
に
反
対
す
る
港
区
連
絡
会
」

代
表
の
横
山
雅
弁
護
士
が
趣
旨
説
明
を

行
い
、
高
橋
孝
港
区
労
連
事
務
局
長
か

ら
労
働
相
談
な
ど
を
通
じ
て
の
労
働
者

の
深
刻
な
実
態
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

共
産
党
委
員
が
採
択
を
求
め
ま
し
た

が
、
他
の
全
て
の
委
員
が
継
続
を
表
明

し
た
た
め
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

二天門の修復を急げ

区
立
の
小
・
中
学
校
に
現
在

配
置
さ
れ
て
い
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
Ｒ

Ａ
Ｓ
）
は
、
生
徒
数
に
か
か
わ
ら

ず
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
人

週
１
８
時
間
を
上
限
と
し
て
い

る
た
め
、
実
際
の
活
動
は
１
人
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
児
童

の
多
い
学
校
で
は
施
設
を
有
効

に
生
か
し
き
れ
な
い
こ
と
や
、
時

間
の
制
限
が
あ
っ
て
意

欲
を
持
っ
て
仕
事
を
し

よ
う
と
し
て
も
果
た
せ

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

条
件
の
良
い
自
治
体
に

移
っ
て
し
ま
う
の
で
は

　区立図書館の開館時間は、平日が午前９時～午後８時、土・日・
祝日は午前９時～午後５時で、来館者のアンケートでも、開館時間
の延長を望む声が多数寄せられています。
　区民の要望に応え、当面、土曜日の開館時間を延長するよう質問
しました。併せて職員体制の強化を提案しました。
　教育長は、「利用者からの要望
や利用実態、財政負担のバランス
などを考慮する中で、今年度改定
する『図書館基本計画』にあわせ
て検討する」と答えました。 と

危
惧
す
る
声
も
出
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ａ
Ｓ
が
安
定
し
た
活
動
条

件
で
意
欲
を
持
っ
て
働
け
る
よ

う
、
制
限
時
間
付
き
の
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
く
、
職
員
待
遇

と
す
る
こ
と
。
学
校
施
設
や
児

童
数
に
見
合
う
人
数
を
配
置
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

教
育
長
は
、
職
員
待
遇
と
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
と
の

答
弁
で
し
た
。
し
か

し
配
置
人
数
に
つ
い

て
は
、
施
設
や
児
童

数
な
ど
各
学
校
の
状

況
を
踏
ま
え
て
検
討

す
る
と
答
え
ま
し
た
。

学校図書館の充実を図る

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
は
、
保
育
水

準
を
後
退
さ
せ
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

党
区
議
団
は
、
新
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
、
子
ど
も
の
保
育
を

受
け
る
権
利
を
保
障
し
、
保
育
の
公
共
性
、
安
定
性
、
継
続
性
を
重

視
し
、
①
現
在
の
公
的
保
育
制
度
を
後
退
さ
せ
な
い
こ
と
。
②
新
た

な
保
育
料
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
行
保
育
料
を
引
き
下
げ
る
こ

と
。
負
担
階
層
を
細
分
化
し
、
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。
③
施
設
が
英
語
教
室
や
体
育
教
室
な
ど
特
別
な
保
育
を
実
施

し
た
場
合
は
、
そ
の
費
用
を
徴
収
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
保

育
料
以
外
の
負
担
を
さ
せ
な
い
こ
と
。
④
新
制
度
で
は
保
育
へ
の
企

業
参
入
で
き
る
条
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
地
域
型
保
育
事
業
（
小
規

模
保
育
事
業
等
）
の
認
可
基
準
は
区
が
条
例
で
定
め
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
保
育
に
差
が
出
な
い
よ
う
、
保
育
条
件
を
現
行
の
認
可
保
育

園
と
同
じ
基
準
と
す
る
こ
と
。
等
を
求
め
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
の
都
議
会
本
会
議
場
で

の
人
権
侵
害
発
言
。
全
国
か
ら
都
議

会
に
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
党

区
議
団
は
、
都
議
会
が
自
浄
機
能
を

発
揮
し
て
厳
し
く
対
処
す
る
こ
と
を

求
め
る
港
区
議
会
と
し
て
の
決
議
案

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
他
会
派
が
同

意
せ
ず
「
決
議
」
は
実
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

公
的
保
育
を
守
れ

「
安
定
し
た
雇
用
を
求
め
る
請
願
」
が
継
続
審
査
に

区立図書館の開館時間　
土曜・日曜・祝日

午前９時～午後５時
午前10時～午後７時
（日曜・祝日午後５時閉館）
午前９時～午後９時45分
（日曜・祝日午後６時閉館）

　　　　　　　　月～金曜　　　　　
港　　区 午前９時～午後８時　

千代田区 午前10時～午後10時　

新 宿 区 午前９時～午後９時45分

都
議
会
で
の

「
セ
ク
ハ
ラ
発
言
の
防
止
、
厳
正

対
処
を
求
め
る
決
議
」

　
　
他
会
派
が
反
対
し
実
現
せ
ず

区立図書館の土曜開館時間の延長を


